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塩田 守男 氏

 コロナ差別の防止を訴える紙芝居の作成
絵本作家の塩田守男氏は、人権擁護委員が行う啓発活動に使用する紙芝居として、新型コロナウイルス感染症に起因
する差別の防止を訴える「にこにこ森のなかまたち」を作成した。この作品は、長野県内の園児、児童に向けて行う人権啓発
活動に使用されているほか、県外においても実演されるなど、時宜を得た人権啓発教材として広く活用されている。この活動
は、法務省の人権擁護機関が行う人権擁護活動への支援と協力において顕著な功績があるとともに、人権尊重思想の普
及及び高揚にも貢献していると評価された。

功 績

人権擁護功労賞をいただき、誠にありがとうございます。
研究会仲間の人権擁護委員から、コロナ差別に関する紙芝居を制作
したいと相談があり、絵をかいたのが「にこにこ森のなかまたち」です。コロナ
感染症に起因する差別の防止や人権の大切さを子どもたちに伝えられた
らと思います。
これからも絵本などを通して、人権の大切さを伝えていきたいと思います。
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